
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3026 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂 新編物理基礎 （東京書籍） 

副教材等 ゼミナール 物理基礎 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理は「物の理(ことわり)」、つまり「自然界のルール」を勉強する教科です。ただ公式を覚えてし

まうのではなく、「どんな現象が起こっているのか」を考えるように意識しましょう。どんな現象が

起こっているのかを数式で表す必要がありますが、数式に表す前に頭の中でイメージし、図示するの

が大事です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・

考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，科学的に探究するために

必要な資質・能力を育成する。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら物

体の運動と様々なエ

ネルギーについて関

心をもち，意欲的に

探究しようとすると

ともに，科学的な見

方や考え方を身に付

けている。 

物体の運動と様々な

エネルギーに関する

事物・現象の中に問

題を見いだし，探究

する過程を通して，

事象を科学的に考察

し，導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

物体の運動と様々な

エネルギーに関する

観察，実験などを行

い，基本操作を習得

するとともに，それ

らの過程や結果を的

確に記録，整理し，自

然の事物・現象を科

学的に探究る技能を

身に付けている。 

物体の運動と様々

なエネルギーにつ

いて，基本的な概念

や原理・法則を理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況 

提出物 

提出物 

発表 

定期考査 

観察・実験の記録 

提出物 

発表 

定期考査 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

直
線
運
動
の
世
界 

物理量の測定と扱い方 
 〇  〇 

a:物体の運動に関心を持ち，運動

の表し方・重力による運動に対し

て意欲的に取り組んでいる。 

b:等加速度直線運動をもとにし

て，運動の多様性と簡単な解析の

方法を習得し，考察できる。 

c:等速直線運動・等加速度直線運

動の観察・実験などを通して，実験

機器の操作と結果の表し方・デー

タ処理の仕方を習得している。 

d:運動の表し方，相対速度，及び等

加速度直線運動に関する基本的な

概念や公式を理解し，運動を解析

する方法を身につけている。 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 速さと速度 

〇    

等速直線運動 

〇  〇  

合成速度と相対速度 
 〇  〇 

等加速度直線運動 

〇 〇 〇  

力
と
運
動
の
法
則 

力のつり合い 

〇  〇  

a:力のはたらき・性質と運動との

関係について，科学的に探究しよ

うとする。 

b:運動の３法則の理解を深め，い

ろいろな力がはたらくときの運動

について，グラフを活用しながら

分析し，そのときの力と運動の関

係を考察することができる。 

c:日常に見られる運動を通して物

体にはたらく力を見いだした自ら

の考えを的確に表現できる。摩擦

力の実験から摩擦係数を求めるこ

とができる。また，空気抵抗を受け

ながら落下する物体について，そ

の運動の特徴を解析することがで

きる。 

d:物体にはたらいている力を正し

く見いだし，運動方程式を立てら

れる。また，つり合いの２力と作

用・反作用を正しく区別できる。さ

らに，重力による加速度をもつ落

下運動についても正しく理解して

いる。摩擦力，及び液体や気体から

受ける力（圧力，浮力，抵抗力）に

ついて理解している。それらがは

たらくときの物体の運動を分析で

きるようになる。 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 

力の合成と分解 

〇  〇  

作用反作用の法則 

〇 〇 〇 〇 

慣性の法則 

 〇   

運動の法則 

 〇 〇 〇 

摩擦力 

 〇  〇 

抵抗力と浮力 

 〇  〇 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事 

〇 〇  〇 

a:エネルギー概念と仕事について

関心を持ち，力学的エネルギー保

存の法則をいろいろな運動を分析

するために活用しようとする。 

b:物理での仕事と日常経験してい

る仕事との相違を理解し，身近な

道具について仕事の原理から説明

できる。さらに，力学的エネルギー

とその保存の法則を使いこなして

予測活動ができる。 

c:力学的エネルギー保存の法則に

ついて観察・実験を行って検証す

ることができる。 

d:仕事・仕事の原理・仕事率・エネ

ルギーという基本的な概念を理解

し，力学的エネルギー保存の法則

について成立条件を含めて正しく

知識を身につけ，活用できる。 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 仕事の原理と仕事率 

〇 〇  〇 

運動エネルギー 

〇  〇  

重力によるエネルギー 

〇  〇  

弾性力による位置エネ

ルギー 〇  〇  

力学的エネルギーの保

存 〇 〇 〇 〇 

熱 

熱と温度 

〇 〇 〇 〇 

a:熱・温度・エネルギーの関係につ

いて関心を持ち，意欲的に探究し

ている。 

b:原子論的立場から熱と温度と熱

運動について実証的・総合的に考

察できる。 

c:原子や分子の熱運動の立場から

熱と温度についてイメージできる

ようになる。また，熱と仕事の関

係，熱現象の不可逆性，エネルギー

保存の法則について的確に表現で

きる。 

d:熱・熱平衡・比熱・熱容量・温度・

ジュール熱・電力・内部エネルギ

ー・熱機関・熱効率・エネルギー保

存の法則等の基本について理解

し，法則・公式を活用できる。また，

エネルギー収支についても考えが

及び，科学の進歩によってより低

密度のエネルギーの利用が可能に

なりつつあることを知識として身

につけている。 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 

物質の三態 

〇 〇 〇  

熱の移動と保存 

〇 〇 〇 〇 

熱と仕事 

〇  〇 〇 

熱効率と不可逆変化 

〇   〇 

波 

色々な波とその伝わり

方 
〇 〇  〇 

a:音波の特徴や性質・伝わり方，及

び楽器の原理に関心を持ち，意欲

的に探究しようとしている。 

b:波動に由来する現象を観察・実

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 
波を表す 

 〇  〇 



 

※令和３年度以前入学生用 

波の重ね合わせ 
〇 〇   

験を通して分析し，論理的に考察・

判断を行うことができる。音を波

動として捉えられ，統一的に判断

できる。 

c:弦楽器・管楽器の実験・観察を通

して，定常波・共振・共鳴等に関す

る実験技能を習得し，得られた結

果をグラフなどを使って分析でき

る。 

d:波動に関する事象・現象につい

ての基本的な原理や法則を観察・

実験などを通して理解し，知識を

身につけている。 

定常波と波の反射 
  〇 〇 

音の伝わり方 
〇  〇 〇 

振動する弦 
〇  〇 〇 

振動する気柱 

〇  〇 〇 

３
学
期 

電
気 

動かない電気、動く電

気 〇 〇  〇 

a:電気・磁気の基本的な性質と使

われ方について意欲的に探究しよ

うとする。 

b:家庭用電気機器をはじめ動力や

通信機器等，個々の機器における

電気・磁気の利用のされ方と性質

の関係を的確に判断できる。また，

電波・放電が電気・磁気のどのよう

な性質と関連しているかを理解

し，考察できる。 

c:電気・磁気の基本的な性質とそ

の利用のされ方を観察や実験を行

いながら理解し，基本的な電流回

路の接続の決まりや測定方法を習

得できている。 

d:電気や磁気に関する現象につい

て，それらの基本的な概念を形成

しているとともに，電流と磁界の

相互作用によるエネルギー変換が

モーターや発電機に利用されてい

ることを理解している。また，発電

所でつくられ利用されている交流

の概念と利点を理解している。さ

らに，光や放射線を含めた電磁波

の基本的な性質と種類についての

知識を身につけている。 

学習状況 

提出物 

発表 

定期考査 電流と電気抵抗 

〇 〇 〇 〇 

直列接続と並列接続 

  〇  

電力と電力量 

   〇 

電流が作る地場 

〇 〇  〇 

発電機のしくみ 

 〇  〇 

直流と交流 

 〇  〇 

電磁波 

 〇  〇 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

エネルギーの変換と保

存 
〇  〇  

a:エネルギー問題について関心を

持ち，その解決のために必要とさ

れる基本的な科学知識や態度を身

学習状況 

提出物 

発表 
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エネルギーの利用 

〇 〇  〇 

につけようとする。 

b:エネルギー問題や原子力の利用

について，科学的根拠に基づいて

自分の意見を述べることができ

る。 

c:エネルギーに関する基本的な観

察・実験の技能を習得するととも

に，実験方法を自分で考えたり，結

果をグラフや表にまとめて分析す

ることができる。 

d:人類が利用可能な様々なエネル

ギーの特性や利用について理解し

ている。 

定期考査 

放射線の利用 

  〇 〇 

原子力の利用 

〇 〇  〇 

 

 ※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

             c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

  

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


